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実
に
実
績
を
上
げ
て
い
る
。「
ア
パ
ー
ト

造
り
に
終
わ
り
は
な
い
。
入
居
者
が
住

み
た
い
と
思
う
ニ
ー
ズ
を
す
べ
て
反
映

す
る
た
め
、
常
に
改
良
を
続
け
て
い
く
」

と
意
気
込
む
。

　

不
正
融
資
、
施
工
不
良
問
題
な
ど
を

背
景
に
、
不
動
産
投
資
に
対
す
る
金
融

庁
の
監
視
強
化
や
金
融
機
関
の
融
資
姿

勢
の
厳
格
化
が
進
ん
で
い
る
。
こ
れ
ら

の
動
き
は
ア
パ
ー
ト
経
営
参
入
に
大
き

な
影
響
を
与
え
た
と
言
え
よ
う
。

　
「
異
常
な
過
熱
の
様
相
を
呈
し
た
不
動

産
投
資
ブ
ー
ム
が
終
焉
し
、
以
前
の
正

常
な
状
態
に
戻
っ
た
。
当
社
と
し
て
は

従
来
と
変
わ
る
こ
と
な
く
、
堅
実
な
ア

パ
ー
ト
経
営
を
提
案
し
て
い
く
だ
け
」。

そ
う
力
強
く
語
る
の
は
、
㈱
ア
イ
ケ
ン

ジ
ャ
パ
ン
の
中
島
厚
己
社
長
。
同
社
は

投
資
用
木
造
２
階
建
て
ア
パ
ー
ト
「
グ

ラ
ン
テ
ィ
ッ
ク
」（
１
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）
シ
リ
ー

ズ
を
中
心
に
、「
レ
ガ
リ
ス
ト
」（
１
Ｒ

＋
ロ
フ
ト
）、「
ラ
イ
ゼ
ス
ト
」（
木
造

３
階
建
て
、
１
Ｒ
・
１
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）
な

ど
、
多
彩
な
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
を
展
開
し

て
い
る
。
今
年
６
月
に
熊
本
支
店
を
開

設
し
、
全
国
９
拠
点
に
営
業
網
を
拡
大
。

自
社
企
画
の
通
算
販
売
棟
数
は
７
４
４

棟
、
管
理
総
戸
数
は
５
３
０
９
戸
と
着

い
る
の
で
対
応
で
き
る
」
と
説
く
。

　

ア
パ
ー
ト
経
営
を
始
め
る
に
あ
た
っ

て
、
最
も
気
に
な
る
の
が
空
室
リ
ス
ク
。

同
社
の
自
社
企
画
開
発
物
件
入
居
率
は

９
９
・
４
％
（
５
月
末
時
点
）
と
高
い

数
値
を
示
し
て
い
る
が
、
中
島
社
長
は

「
家
賃
を
下
げ
れ
ば
空
室
は
埋
ま
り
や

す
く
な
る
。
家
賃
が
相
場
よ
り
低
い
状

態
が
続
け
ば
、
満
室
で
も
収
益
性
が
高

い
と
は
言
い
切
れ
な
い
」
と
語
る
。
そ

の
た
め
、
同
社
で
は
「
収
益
稼
動
率
」

に
重
き
を
置
く
。
こ
れ
は
新
築
時
の
プ

ラ
ン
で
提
案
さ
れ
た
家
賃
設
定
が
、
年

間
完
全
満
室
状
態
と
し
た
場
合
を
１

０
０
％
と
し
、
そ
れ
に
対
し
て
、
経
年

と
共
に
ど
れ
だ
け
実
際
の
家
賃
収
入
が

減
っ
て
い
く
の
か
を
集
計
し
た
も
の
。

こ
の
収
益
稼
働
率
の
平
均
も
９
７
・７
％

（
同
）
と
高
水
準
を
誇
り
、
毎
年
公
表
し

て
い
る
。

　

各
拠
点
で
開
催
し
て
い
る
セ
ミ
ナ
ー

で
は
、
社
長
自
ら
が
講
師
を
包
め
る
機

会
を
大
幅
に
増
や
し
、
顧
客
と
の
相
互

理
解
を
深
め
て
い
る
。
ま
た
、
同
社
の

物
件
を
保
有
す
る
社
員
に
も
個
別
相
談

が
で
き
る
。「
堅
実
な
ア
パ
ー
ト
経
営
」

を
資
産
作
り
の
一
手
と
し
て
、
検
討
し

て
み
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

　
投
資
用
ア
パ
ー
ト
企
画
販
売
の
㈱
ア
イ
ケ
ン
ジ
ャ
パ
ン
は
、
地
域
の
不

動
産
業
者
と
提
携
し
、
地
主
向
け
の
土
地
活
用
の
提
案
を
強
化
し
て
い
る
。

不
動
産
投
資
の
視
点
を
取
り
入
れ
た
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
で
、
三
位
一
体
の
堅

実
な
ア
パ
ー
ト
経
営
を
実
現
す
る
。

を
複
数
組
み
合
わ
せ
た
設
計
で
上
下
階

の
防
音
に
も
対
応
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

土
台
と
基
礎
の
間
に
設
置
す
る
「
キ
ソ

ゴ
ム
」
と
構
造
用
合
板
を
使
用
し
た
独

自
の
Ｂ
Ｓ
Ｐ
構
造
を
導
入
。
耐
震
性
能

を
向
上
さ
せ
る
と
共
に
、
劣
化
対
策
等

級
３
相
当
の
建
物
仕
様
で
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
性
に
も
妥
協
を
許
さ
な
い
。
入
居
者

の
満
足
が
空
室
を
減
ら
し
、
オ
ー
ナ
ー

の
収
入
を
安
定
さ
せ
る
と
い
う
視
点
で
、

強
固
な
物
件
力
を
創
り
出
し
て
い
る
。

　

今
春
か
ら
は
、
土
地
活
用
の
分
野
に

も
進
出
し
た
。
各
地
域
の
不
動
産
業
者

と
業
務
提
携
し
、
紹
介
を
通
じ
て
地
元

の
土
地
所
有
者
へ
不
動
産
投
資
の
視
点

を
取
り
入
れ
た
提
案
を
推
進
し
て
い
く
。

「
セ
ミ
ナ
ー
や
内
覧
会
、
建
築
請
負
、
融

資
付
け
な
ど
で
オ
ー
ナ
ー
を
全
面
的
に

サ
ポ
ー
ト
す
る
。
三
者
が
信
頼
し
あ
え

る
パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
る
関
係
を
築
い
て

い
き
た
い
」
と
中
島
社
長
。
同
社
で
は
、

営
業
と
同
数
の
設
計
士
が
在
籍
。
図
面

の
段
階
か
ら
徹
底
的
に
作
り
込
み
、オ
ー

ナ
ー
と
の
面
談
に
も
同
席
す
る
な
ど
他

社
と
の
差
別
化
を
図
っ
て
い
る
。
各
住

戸
が
並
列
に
配
置
さ
れ
る
一
般
的
な
賃

貸
ア
パ
ー
ト
と
異
な
り
、
地
形
に
合
わ

せ
た
建
築
設
計
を
プ
ラ
ン
で
き
る
点
も

大
き
な
魅
力
だ
。
変
形
地
や
狭
小
地
で

も
可
能
な
プ
ラ
ン
を
提
案
し
、
よ
り
効

率
的
な
活
用
を
実
現
す
る
。
す
で
に
約

５
０
社
と
提
携
済
み
で
活
動
を
本
格
化

し
て
い
る
。「
人
口
減
少
で
地
方
に
建

て
て
も
、
将
来
入
居
者
が
付
か
な
く
な

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
相
談
が
多
い
。

当
社
は
全
国
主
要
都
市
で
販
売
も
し
て

㈱
ア
イ
ケ
ン
ジ
ャ
パ
ン

徹
底
し
た
入
居
者
目
線
の

　
ア
パ
ー
ト
で
有
効
な
土
地
活
用
を

　

創
業
か
ら
１
３
年
、
成
長
の
背
景
に

は
徹
底
し
た
入
居
者
目
線
の
設
計
が
あ

る
。
最
も
重
要
視
す
る
の
は
社
会
人
女

性
の
ニ
ー
ズ
。
土
地
や
場
所
、
デ
ザ
イ

ン
性
や
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
面
な
ど
、
細
部

に
こ
だ
わ
り
を
持
つ
女
性
が
満
足
す
る

ア
パ
ー
ト
造
り
だ
。
そ
の
た
め
、
オ
ー

ト
ロ
ッ
ク
は
も
ち
ろ
ん
、
１
階
は
バ
ル

コ
ニ
ー
を
高
く
し
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト
や

防
犯
ガ
ラ
ス
を
採
用
す
る
な
ど
満
足
度

向
上
に
余
念
が
な
い
。
各
住
戸
間
を
水

廻
り
や
収
納
で
仕
切
る
こ
と
で
防
音
効

果
を
高
め
て
い
る
ほ
か
、
石
膏
ボ
ー
ド

や
防
振
吊
木
金
具
、
厚
手
の
合
板
な
ど

高
水
準
の
入
居
率
と
「
収
益
稼
働
率
」
が
強
み
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